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3) 4)
5)
3）2005 年 8 月 24 日、第一筆者が地域教育文化学部の窓口教員（現全学副コーディネーター）、第二
筆者が人文社会科学大学の窓口教員として、学部間協定が結ばれ、後に、大学間協定に昇格した経緯が

































6）山形大学では 1・2 校時が 1 コマ目、9・10 校時が 5 コマ目に相当する。韓国や台湾では 1 つの科
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（１）「講義の時間は 50 分（実験・実習・実技の場合には 100 分）を 1 単位とし、15 単位
を履修した場合に１学点とする」（学点認定などに関する法律施行令［一部改定 2007.4.4　
大統領令　第 19984 号］による）
（２）「学則第 13 章第 39 条①教科履修単位は学点とする。学点は普通講義の場合は、1 学






8）4 年生は別途の規定。複数専攻などの場合は最大 23 学点まで履修できる。
　施行令から分かるように、50 分が 1 単位で、15 単位が１学点となる。われわれ教えるほ
うの現場感覚で言うと、50 分が「1 時間（休憩の 10 分を含む）」で、15 時間であると１学点、
30 時間だと 2 学点、45 時間は 3 学点の授業になるわけである。例えば、仁濟大学校日語日
文学科の専攻選択科目の一つである「日本語学の世界」という科目は 3 学点の科目で、１学
期 15 週、週 3 時間（50 分の授業が週 3 回）、計 45 時間で授業を行っている。また、普通
1〜3 年生の学生一人が 1 学期で履修できる学点は 18 学点以上で、21 学点を越えることは
できない　。
　なお、仁濟大学校を卒業するには、総計140学点以上を修得しなければならない。そのうち、






























































































































に選ばれ、名門私学として社会からも高い評価を受けている（教育人的資源部第 2 次 
BK21〈Brain Korea〉事業 6 つの事業団選定〈2006〉・中央日報大学総合評価優秀大学選
定〈1997-2006〉）。
　次に、仁濟大学校の国際交流の活動について述べる。仁濟大学校は、1994 年のアメリカ







【表 5】仁濟大学校の現況（2007 年 3 月 1 日現在）
6 つの大学付属病院






























学ぶという「3＋1 制度」を推進している。2007 年 9 月現在、日本語・日本文化を学ぶた
めに派遣が可能な大学は山形大学、茨城大学、比治山大学（広島）、福岡女学院大学、別府






















































茨城 2 名、別府 1 名
山形 2 名、茨城 2 名、比治山 3 名、福岡女学院 1 名
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で撮影され、後日録画したものを全員で見て、担当教員が一人一人フィードバックを行う。
誤用などに気づき、自分の日本語の実力を知るとともに、口頭発表の技術を明示的に学ぶ。





また、2006 年 3 月には広島大学の教育実習も受け入れた。教育実習生が滞在している間行っ
た交流行事としては、キャンパスツアー、金海・釜山ツアー、文化紹介などがある。キャン



















2004 年度 2005 年度 2006 年度


















　2007 年度 2 学期の現在進行中の取り組みとして、比治山大学の学生とのブログによる交
流がある。これは、仁濟大学校の『中級日本語会話Ⅱ』（3 年生対象）の授業の受講生と比
治山大学の『CMC (Computer-Mediated Communication) Ⅱ』（国際コミュニケーション
ズ 3 年生対象）というコンピュータを介したコミュニケーション能力を鍛える授業の受講生
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This article addresses the misunderstandings and problems that can be caused by the use of 
similar Chinese characters standing for such things as positional titles, and the names of 
organizational subdivisions. The countries involved were Japan, Korea China and Taiwan. We 
attempt to compare these academic terms from the four countries by dividing them into three 
sub-groups: Terms related with classes and administration; terms related with academic 
department structure and curriculum; and terms between related with status and position. 
International academic exchanges make it necessary that the discrepancies in terminology 
be mapped. We suggest further study in this direction.
This article discusses the current situation, including the difficulties facing international 
academic exchanges from the point of view of Inje University, a sister university of Yamagata 
University. Even though it is a long process to become a sister university, there are 
additional practical problems in performing the administrative work of exchanging students. 
For example, the transfer of credits or grades between universities is made difficult by the 
differences in academic terms. It also requires the adoption of new guidelines in considering 
each university’ s grading policies. In addition, this article examines the programs and 
activities related to international student exchanges and reports on the instruction of student 
theatrical activities and speech contests performed in the Japanese language.
We conclude that it is necessary to collect practical case studies and analyze the causes of 
misunderstandings in order to determine proper solutions and better facilitate international 
relations. Furthermore, it is necessary to increase and continue additional academic research 
in this area.
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